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「ILL (Inter Library Loan)」です。
ILLには①複写申込、②現物貸借申込、③複
写受付、④現物貸借受付の４つの業務があり、
具体的には所蔵館を調べたり、所蔵館に申し込
んだり、他大学からの申し込みに対してコピー
10年度）、雑誌の利用が中心の研究所図書室で
す。このように各図書室の性格を数字で表す、
貸出冊数やその他の統計が、各端末ですぐにわ
かるというのもこのシステムの特徴のひとつで
す。
図書館が電子図書館としての機能を一層深
め、一方きびしい人員削減が行われるなかで、
おそらく百年前に京大図書館が誕生した当初か
らあったと思われる対面閲覧業務は、まさに消
えゆく運命にあるのかもしれません。iLiswave
の閲覧システムでも自動貸出装置との連携がう
たわれており、実際導入の動きが具体化してい
る部局もあります。しかし、有人の閲覧カウン
ターが果たしている機能は、単なる機械に置き
換えられる貸出・返却処理だけなのでしょう
か。電子化が高らかに叫ばれるなかで、利用者
の小さなつぶやき声や生の表情を、微力ながら
サービスに反映できる窓の存在はなおざりにさ
れてはならないと思います。利用者の動向を感
知しそれを業務に生かしていく、触角を備えた
図書館システムこそこれから求められるのでは
ないでしょうか。
（かば　あきこ：閲覧システムWG
基礎物理学研究所図書室）
を取って送ったり、料金をやり取りするなどの
作業があります。現在は、学術情報センター
（NACSIS）のNACSIS-ILLシステムを中心にオ
ンラインで業務を行っています。
2. リプレースによる変化
昨年（1998年）1月から京都大学の図書館シ
ステムのリプレースが順次行われ、ILLワーキ
ンググループで検討してきた新ILLシステムも、
同年4月14日に本稼動しました。
このリプレースによって変化したことは、ま
ず、ILLレコードを蓄積できるようになったこ
とです。このことによって、どの雑誌の複写を
